
平成 15年■月30日 第1368号 発行 :湯沢町役場総務課

ド鞘舎
ド器６
“串仲

警
常
薄
普
耳格谷
ド鷲

警
姜
薄
許
■絲令
往構あ

”常ヽ
「，▼”一

ド出一
色
〔

・秘称イれ舟

ャ常一一一】持

”絡舟
挙綿舟

特
残
砦
寺
持

昔
警
撫
警
鷺

・疵わ
・柱ち

ヾょrtti t霊争` ″i4能エ
ギ々 :fう で与 if子 /v′導

常路薄髯指
驚普歯

寿黎歯薄:わたげたちめねがい肇残

i【ネ 1～ェ
f■ Ft

脅 残
■れ、ボ ●
子手 ri与

■注ilゞ i
ftt rf■

4手   =fゝ 常干淋４

゛i
ギふ

昔
持
持
歯
昔
4ユイオ
を、メ

埃誌醜出残崩勇虚がうと

著奪説磁鷲彎景艇錯:手毒壽華
|きゎやかみ

=も

ぅ嗚源た、畿ち摯奏雑警
:みんみで力どああモ常歯常 i持狩
士■Ⅲて現る、年4Ⅲ章募々孝キ:静撫
ittfヒ ?介り|デま々争つく,事しよつ子 業

湯
沢
町
町
民
憲
章

ア
ル
コ
ト
ル

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
痒

会
な
ど
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増

え
る
時
期
。
飲
酒
運
転
に
よ
る
交

通
事
故
も
多
く
な
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。
「ち
ょ
っ
と
飲
ん
だ
だ

け
だ
か
ら
名
運
転
に
は
自
信
が
あ

る
か
ら
」
な
ど
と
い
っ
て
運
転
す

る
の
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。
平

成
１４
年
中
の
交
通
死
亡
事
故
の
う

ち
、
お
よ
そ
１
割
は
飲
酒
運
転
が

原
因
。
交
通
事
故
に
至
ら
な
く
て

も
、
お
酒
を
飲
ん
で
運
転
す
る
こ

と
自
体
が
重
大
な
犯
罪
な
の
で

う一ア。

０
７

た
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故

は
夜
間
に
多
く
、そ
の
部
併
は
い昼

間
の
お
よ
そ
４
倍
に
も
上
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
故
は
、
「少
し
の
お
酒

な
ら
運

転

し

て
も
大

夫
夫
」
と

い
っ
た
、
飲
酒
に
対
す
る
墨
識

の

甘
さ
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

平
成
１４
年
に
発
生
し
た
交
通
え

亡
事
故
は
７
，
３
２
４
件
。
そ
の
う

ち
、
―
割
以
上
に
あ
た
る
９
９
７

件
は
、
飲
酒
運
転
が
原
因
で
す
。
ま

―

レ

生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
規

し
ま
れ
て

い
る
お
酒
。
し
か
し
、
↓
と

の
酒
類
に
今
ま
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル

は
、
人
体

に
強

い
彩
響
を
与

え
る

劇
業
で
も
あ
り
ま
す
。

D

‐２
月
１１
日
～
１２
月
３‐
日

．年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

ア
ル
コ
ー
ル
は
強

い
麻
酔
作
用

を
も
っ
て
お
り
、
摂
取
す
る
と
、
脳

の
理
性
と
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
部
分
や
運
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
部
分
を
麻
痺
さ
せ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
一
時
的
に
開
次
的
な

気
分
に
な

っ
た
り
、
足
え
が
ふ
ら

，
つ
い
た
り
す
る
な
ど
、
体
の
コ
ン

４
ロ
ー
ル
が
刹
き
に
く
く
な
り
ま

す
。ま
た
、
大
量

に
摂
取
す
る
と
、
急

ｒ
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
華
と
な
り
、
意

識

が
な
く
な

っ
た
り
、
場
合

に

よ
　
・
っ
て
は
、
え
ん
で
し
ま

っ
た
り

√
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
　
ヽ

っ
て
く
る

ア
ル
コ
ー
ル
の
効
果
は
、
摂
取

後
、
イ
～
２
時
間
で
ピ
ー
ク
と
な

し
り
ま
す
。
一ヽ
の
た
め
、
お
酒
を
飲
ん

だ
直
後
は
酔

っ
て
い
な
く
て
も
、

時
間
と
と
も
に
酔

い
が
口
っ
て
き

ま
す
。
↓ヽ
う
し
た
状
態
で
は
、
飛
び

出
し
な
ど
に
対
す
る
と
っ
さ
の
判

断
は
も
ち
ろ
ん
、
通
常

の
運
転
だ

も
大
き
な
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

例
え
ば
、
飲
酒
を
し
て
い
る
人

は
、
急
な
飛
び
出
し
な
ど
に
対
す

る
反
痣
速
度
が
、
飲
酒
し
て
い
な

い
人
よ
り
、
明
ら
か
に
遅
く
な
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

「
い
ま
意
識
が
は

っ
き
り
し
て
い

ゆ
く
年
を
　
条
事
故
で
し
め
る
　
来
る
キ
ヘ

ト

(D

る

か
ら
大

丈
夫
」
と

い

っ
た
間

違

っ
た
素
識
で

ハ
ン
ド
ル
を
握
る

こ
と
は
、
逹
法
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
恙
惨
な
事
故
に
つ
な
が
る
危

険
も
あ
る
の
で
す
。

飲
酒
運
転
は
、
車
を
凶
器
に
変

え
る
危
険
な
行
為
で
す
。
運
転
者

は
、
車
に
乗

っ
て
い
る
と
き
だ
け

で
は
な
く
、運
転
す
る
前
に
も
、自

ら
の
体
調
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

「運
転
す
る
こ
と
」
す
べ
て
に
責
任

を
も
つ
と
い
う
意
識
を
徹
底
し
ま

し
ょ
つヽ
。
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２

３

４

５

６
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男 女 計

有 権 者 数 501 人3 666人3 167 人7

投 票 者 数 2, 590 人 2, 755 人 5, 345 人

投  票  率 73. 989` 75. 
・15ラ

`

74.58  ラ

`

投票状況 (小選挙区)

f

田中 まきこ 2,761粟

ほしの 行男 (自 由民主党) 1 , 645 票′

白川 勝彦 591 票

さいとう 実 (日本共産党) 郎]票

無  効 107 易黒

投票総数 5, 345 易黒
|´ 〕

自由民主党・′ 2: 026 票

民主党
・
1, 702 粟

公明党 516票

日本共産党 364票

社会民主党
咤

314票

無  効 421軍

投票総数 343:票5

〉

（湯
沢
町
開
票
所
）

イ

１１
月
９
日

（日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出

議
員
選
挙
及
び
衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

（湯
沢
町
開
．

票
所
）
の
投
票
状
況
及
び
開
票
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

湯
沢
町
で
の
投
票
率

（小
選
挙
区
）
は
、
４
月
に
行
わ
れ
た
町

議
会
議
員
選
挙
の
“
．
４６
％
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
・県
議
会
議

員
選
挙
の
７０
．
％
％
は
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

≪投票区別投票率≫ (′卜選挙区)

投票区 投票所
有権者数

(人 )

投票者数

(人 )

投票率

(%)

第 1投 票区 湯沢町公民館浅貝分館 302 222 73. 51

第 2投票区 二 居 集 会 所 120 95 79。  17

第 3投票区 三 俣ヽ  小  学  校 286 236 82. 52

第 4投票区 七谷切生活改善センター 109 89 81. 65

第 5投票区 神 立 小 学 校 302 239 79, 14

第 6投票区 神 立 中央会館 (栄 町 ) 905 648 71.60

第 7投票区 土 樽 小 学 校 1,436 1, 034 72, 01

第 8投票区 滝 之 又 会 館 448 353 78. 79

第 9投票区 松川生活改善センター 220 180 81.82

第 10投票区 湯 沢 町 公 民 館 1, 641 1 23 1 75. 02

第 11投票区 湯 沢 小 学 校 1, 398 1,018 72. 82

広報ゆざわ H15.11.30  (2)



〉

普
通
救
命
請
習
会
の
お
知
ら
せ

本
格
的
な
冬
の
訪
れ
が
せ
ま
り
、

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。
例
年

こ
の
時
期
に
な
る
と
５０
代
～
８０
代

の
方
を
中
趙
に
趙
疾
患
や
脳
血
管

障
害
を
原
因
と
し
て
倒
れ
、
好
吸

や
趙
臓
が
倖
上
し
て
し
ま
う
件
数

が
増
え
て
き
ま
す
。

趙
肺
倖
土
状
態
に
な
る
と
人
間

の
命
は
分
単
位
で
蘇
生
が
難
し
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
救
急
車
到
着

ま
で
の
間
、
い
ち
早
く
鷲
肺
詠
生

法
な
ど
通
切
な
痣
急
キ
当
を
実
施

す
る
こ
と
で
救
命
率
が
上
が
り
ま

す
。
誰
に
で
も
で
き
る
最
仏
限
の

痣
急
手
当
「普
通
救
命
詩
習
会
」
を

次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。

今
年
最
後
の
議
習
会
と
な
り
ま

す
。
ス
キ
ー
関
係
の
施
設
や
旅
館
・

ホ
テ
ル
な
ど
不
特
定
多
数
の
お
客

さ
ん
が
訪
れ
る
事
業
所
で
は
文
講

を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
家
族
に
趙
臓
の
病
魚
を

持

っ
て
い
る
方
が
い
る
場
合
は
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
党
講
く
だ
さ
い
。
ノ

【
日
時
】

‐２
月
１２
日

（金
）

午
後
―
時
３０
分
～
４
時
３０
分

【会
場
】

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署
３
階

【定
員
】

３０
人

【受
講
料
】

無
料

【
そ
の
他
】

※
講
習
を
終
了
し

一
定
レ
ベ
ル
の

技
術
に
達
し
た
方
に
は
修
丁
証

を
丈
付
。

※
以
前
に
普
通
救
命
講
習
会
を
受

講
し
た
が
趙
臓
マ
ツ
サ
ー
ジ
の

感
覚
を
忘
れ
て
し
ま

っ
た
、
と

い
う
方
を
対
象
に
ミ
ニ
講
習
会
′．

（３０
分
～
―
時
間
）
も
行

っ
て
い

ま
す
。
お
気
基
に
お
問
合
せ
く

だ
ヽ
ヽ
い
。

，平
成
１５
年
度
秋
の
叙
勲
で
南

雲
英
安
さ
ん

（原
新
田
二
死
湯
沢

町
消
防
団
副
団
長
）
が
消
防
功

，

労
に
よ
り
、
瑞
宝
単
光
章
の
叙

勲́
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

南
雲
さ
ん
は
、
昭
和
２０
年
１０

月
か
ら
消
防
団
の
前
進
で
あ
る

警
防
団
に
所
属
し
、，以
後
湯
沢

町
消
防
団
に
永
き
に
わ
た
つ
多

大
な
功
績
を
残
し
、
昭
和
５８
年

４
月
に
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
歴
３７
年
の
中
で
副
団

長
職
の
重
責
を
４
年
間
勤
め
、

災
害
の
防
御
は
も
と
よ
り
消
防

団
員
育
成
に
も
努
力
さ
れ
、
消

防
の
使
命
達
成
に
貢
献
さ
れ
た

方
で
す
“

叙
勲
の
伝
達
は
■
月
６
日
、

東
京
の
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
皇
居
で
拝
謁
を
さ
れ

ま
し
た
。

(う

英
安
さ
ん

瑞
宝
単
光
章
の
叙
勲
を
受
章

Ｖ

（
ず

ヽ
■

・
≡…，

・

逹

　

峯

ギ

一．
す

す
．
上

■

　

お
卜
■

す

と

■

丁

●

■

Ｆ

ｒ

”

ヱ
す

ｏ

・〔
〓
申

一目
薗
一

ギ
■
１
■年
単
■
守
上
十

れ
　
　
，
′　
■
ｉ
■ｔ
ｉ
エ
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っ
て
み
よ
う
１

モ
デ
ル
事
業

第
５
弾

マごゃ埒

マ3pA

外
国
人
の
来
訪
に
対
し
て
の
戸

惑
い
や
困
惑
を
な
く
し
、
積
極
的

に
対
応
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
県
の
モ
デ
ル
事
業
も
平
成
１５

年
度
の
最
後
の
回
を
迎
え
ま
し
た
。

前
回
の
簡
単
な
英
会
話
の
異
文

化
交
流
会
で
は
、
多
数
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
好
評
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
実
地
研
修
会
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

０
講
師
ブ
ラ
ン
ド
ン
　
ハ
ン
タ
ー

（湯
沢
町
外
国
語
指
導
助
手
）

デ
ィ
ビ
ツ
ド
　
ア
ー
ス
マ
ン

（湯
沢
町
外
国
語
指
導
助
手
）

０
期
日
‐２
月
４
日

（木
）

０
日
程
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

午
後
１
時
３０
分
～
　
受
付
　
″一

午
後
２
時
～
　
　
　
開
始

０
会
場

　

′

湯
沢
町
公
民
館

０
内
容

・
タ
ク
シ
ー
乗
車
時
及
び
宿
泊
電

話
予
約
等
応
対
実
地
研
修

・
懇
親
会
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

な
ど

０
参
加
費

無
料

（懇
親
会
は
実
費
）

０
参
加
資
格

湯
沢
昭
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
方

●
申
込
締
切
　
　
　
．

‐２
月
１
日

（月
）
　

´
Ｅ

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
っ
て
は
人

数
の
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
主
催
湯
沢
町
観
光
協
会

０
申
込

・
間
い
合
わ
せ

湯
沢
町
観
光
協
会

砒
７
８
５

●
５
５
０
５

朧
７
８
５

●
５
３
３
３

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
１１
月
２３
日

（日
）
の

新
間
折
込
に
入
っ
た
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

打
油
漏
れ
事
旅
を
賄
ご
う

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●A●・
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

冬
は
、
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
た
め
灯
油
の
消
費
が
増
え
、
毎

年
灯
油
漏
れ
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
・特
に
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク
に
灯
油
を
注
ぐ
時
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

０
次
の
点
に
注
意
し
て
、
こ
の
冬
は
灯
油
漏
れ
事
故
を
防
ぎ
ま

し

ょ
～つ
。

・
灯
油
を
注
い
で
い
る
時
は
、
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

・
防
油
堤
の
水
抜
き
バ
ル
ブ
は
常
に
閉
め
て
お
く
。

・
防
油
堤
に
雨
水
等
が
溜
ま

っ
た
ら
、
水
抜
き
を
行
う
。

０
灯
油
漏
れ
事
故
を
起
こ
す
と

・
・
・

・
危
険
で
近
所
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

・
補
償
費
、
油
処
理
費
用
代
な
ど
を
要
し
ま
す
。

０
参
考
と
し
て

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
注
ぎ
日
に
取
り
付
け
る
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
用

自
動
停
止
バ
ル
ブ
が
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
で
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

０
事
故
の
発
生
時
の
連
絡

六
日
町
保
健
所
　
　
　
靴
７
７
２

●
２
４
５
７

六
日
町
土
木
事
務
所
　
阻
７
７
２

●
２
６
６
２

魚
沼
消
防
本
部
　
　
　
ＴＥＬ
７
８
２

・
９
１
１
９

だ０
ノ
ノ

′
沐

広報ゆざわ H15.11.30  (4)
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平
成
１６
年
度

「奨
学
生
」
募
集

◆
募
集
対
象
者

以
下
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
新
潟
県
民
の
子
で
あ
っ
て
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た
４
年
制
大
学
に
進
学
又
は
在
学
す
る
方
　
＝

②
交
通
事
故
や
病
気
な
ど
で
親
を
亡
く
さ
れ
た
方

③
家
計
の
都
合
で
進
学
後
の
学
資
の
支
弁
ガ
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
方

◆
返
還
方
法

卒
業
又
は
貸
与
の
終
了
し
た
翌
月
か
ら
８
年
以
内

◆
書
類
請
求

・
間
い
合
わ
せ

新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団

〒
９
５
１

‐
８
５
６
５

新
潟
市
寄
居
町
３
３
２

‐
３８

新
潟
県
労
働
金
庫
内

砒
０
２
５

・
２
２
８

，
３
４
１
１

◆
利
患
無
利
患

◆
奨
学
金
額

月
額
　
２
万
円

（奨
学
生
１
人
最
高
９６
万
円
）

◆
募
集
人
数

若
干
名

◆
応
募
受
付
期
間

平
成
４６
年
１
月
３０
日

（金
）
ま
で

保
育
士
資
格
の
登
録
に
つ
い
て

児
童
福
祉
法
の

一
部
改
正

（平
成
１５
年
１１
月
２９
日
施
行
）
に
伴
い
、

保
育
士
資
格
を
も
ち
、
保
育
士
と
し
て
働
い
て
い
る
方
は
、
都
道
府

県
へ
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

目

□

・
指
定
保
育
士
養
成
施
設
卒
業
者

∈

申
請
時
点
で
住
民
票
の
あ
る

市
町
村
ガ
所
在
す
る
都
道
府
県
知
事

・
保
育
士
試
験
合
格
者

∈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′‐

合
格
地
の
都
道
府
県
知
事

目

　

　

ｒ

登
録
先
は
都
道
府
県
で
す
が
、
全
国
の
都
道
府
県
か
ら
の
事
務
の

委
託
を
受
け
、
申
請
手
続
き
は

「登
録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー
」
で
行
い

ま
す
。
国
圏
囲
団

４
，
２
０
０
円

※
保
育
士
と
し
て
働
い
て
い
な
い
方
は
、
登
録
を
し
な
く
て
も
資
格

を
失
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
育
士
と
し
て
働
こ
う
と
す
る

際
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。

回
図
ロ
ロ

登
録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー

砒
０
１
２
０

・
０
４
１
９
４
３

（月
曜
日
～
金
曜
日
　
午
前
１０
時
～
年
後
６
時
）

保 健 医 療 .セ ン タ ー 院内売産出産業者募集

受付期間 中●12月 1日 (月 )年 10日 (本)
´
詳しくは "・ 保健医療センター (靴 780■ 働

●
斑
●
６ まで

(5)



農
林
水
産
大
臣
表
彰
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
１５
年
度
農
業
委
員
の
農
林
水
産
大
臣
表
彰
で
、
田
村
清

一
さ
ん

（中
里
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

田
村
さ
ん
は
、
昭
和
４０
年
３
月
に
湯
沢
町
農
業
委
員
会
委
員
に
初
当

選
し
、
昭
和
４３
年
３
月
ま
で
務
め
、
昭
和
５５
年
３
月
に
再
度
当
選
し
、
以

来
在
職
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
の
昭
和
５８
年
か
ら
平
成
１２
年
の
１８
年
間
、

会
長
を
務
め
、
湯
沢
町
農
業
委
員
会
の
発
展
と
と
も
に
、
農
業
の
経
営

安
定
と
農
業
振
興
に
寄
与
し
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

．
具
ぶ
　
′ィ一！

ガ

県
知
事
表
彰
　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

食
と
運
動
を
普
及
す
る
食
生
活
改
善
事
業
の
推
進
に
功
績
の
あ

っ
た

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
員
の
村
山
治
子
さ
ん

全
二
俣
三
）
が
平
成
１５

年
度
新
潟
県
健
康
づ
く
り
県
民
大
会
に
お
い
て
県
知
事
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
一
層
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
、
ゴ
」指

導
ご
支
援
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

生
徒
採
用
案
内

０
受
付
期
間

平
成
１６
年
１
月
６
日

（火
）
ま
で

●
応
募
資
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
１６
年
４
月
１
日
現
在
、
１５
歳
以
上
１７
歳

未
満
の
男
子

（昭
和
６２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま

で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
）
で
、
中
学
校
卒
業
者
又
は
、
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
修
了
者

（平
成
１６
年
３
月
に
中
学
校
卒
業
又
は
、
中

等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
見
込
み
の
者
を
含
む
）

０
試
験
期
日

（試
験
会
場
）

平
成
１６
年
１
月
Ю
日

（土
）
（長
岡
）

●
試
験
科
目

国
語

。
社
会

。
数
学

・
理
科

。
英
語

・
作
文

（択

一
式
）

●
採
用
予
定
数

陸
上
自
衛
隊
生
徒

海
上
自
衛
隊
生
徒

航
空
自
衛
隊
生
徒

約
２
５
０
人

約
６０
人

約
５０
人

●
待
遇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

高
等
学
校
卒
業
資
格
取
得

（授
業
料
不
要
）

給
与
支
給

●
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部

（長
岡
出
張
所
）

阻
０
２
５
８

・
３３

・
０
２
５
６

Ｊ
計
計
ｏ
中＼
＼
〓
〓
〓
・
５
一
一ぬ
ω
計
ω
・ｏ
一〇
・
」住
ω
・∞
ｏ
・
」０

入推擁装季員に森下勇暮さん
森下勇喜さん (堰場)が、平成 15年 10月 1日 付けで法務大臣から引き続き人権擁護委員に委嘱
されました。                               '
人権擁護委員は、人権の侵害がないか見守り、もし、侵害があった場合には、その相談相手になり、

適切な処置を講ずることによって救済を図つます。また、人権思想の普及高揚にも努めています。
なお、相談は無料で、秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。

自
衛
隊

広報ゆざわ H15。 11.30  (6)



・北
越
急
行
爛
社
員
募
集

【募
集
職
種
】

運
転
士
、
施
設

・
電
気
技
節

【募
集
人
員
】

着
千
名

【
募
集
党
付
期
間
】

‐２
月
十
日

（月
）
～
岬
日

（金
）

【
採
用
日
】

平
成
１６
年
４
月
十
日

【
詳
し
く
は
】

比
逮
急
行
い
総
務
課

砒
７
７
０

ｏ
２
８
２
０

逮
後
湯
沢
駅
泉

口
第
２
駐
車
場

（湯
沢
中
央
水
産
隣
り
）
は
本
日
を

も

っ
て
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
開
放
は
来
年
４
月
か
ら

と
な
り
ま
す
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

建
設
課
管
理
係
　
　
　
　
　
　
′

砒
７
８
４

●
４
８
５
２

【
期
間
】

平
成
１５
年
十２
月
～
平
成
１６
年
３

月
ま
で
ア
ル
バ
イ
ト
可
能
な
日

【
勤
務
時
間
】

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５

分
【
職
場
】

レ
ス
ト
ラ
ン
、
リ
フ
ト
券
売
場

レ
ン
グ
ル

【
募
集
人
数
】

若
千
名

【
条
件
】

。
年
船
２５
歳
以
下

（学
生
炊
迎
）

。
勤
務
態
度
が
ま
じ
め
で
接
客

マ

ナ
ー
の
文

い
方

。
通
勤
可
能
な
方

【申
込
方
法
】

所
定

の
申
込
書

に
姓
妥
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【申
込
期
限
】

‐２
月
１０
日

（水
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
事
業
所
総
務
係

ＴＥＬ

７

８

４

●

３

３

２

６

『丈夫な筋肉 (転びにくい身体 )づくり』『丈夫な§ (痛みガな

くたとえ転んでも骨折しない身体 )づくり』の教室です。全身を

動かし、運動後の爽快感を体感しましよう。

【日程】

【参加費】 400円 (申し込みは不要)

【間い合わせ】在宅介護支援センター T[と 784-3000

第
２
駐
車
場
の
開
鎖
に
つ
い
て

駅
東
ロ

琢 場 期 日 時  間
神立中央会館 (栄町) 2日の 16日下の 9 :30ヘン 11 :00

神立中央集会場 (田中) 5日◎ 19日 ◎ 10 :00^ン 11 : 30

農山村開発センター 1日⑧ 15日Θ 10 : 00ヘン11 : 30

松川生活改善センター 3日⑪ 17日⑪ 10 : 00ヘン11 : 30

下湯沢公民館 10日⑪ 24日⑪ 10 : 00ヘツ11 : 30

□―プウエー事業所 4日⑥ 18日⑥ 10 : 00ヘフ11 : 30

総合福祉センター 11日⑮ 25日⑥ 10 : 15ヘン14 : 45

湯沢町公民館 2日の 16日の 10 : 15ヘン11 : 45

湯
沢
高
原
ス
キ
ー
場

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

相談の種類 相談時間 12月

よろず相談

毎週月曜日から金曜日

9:00～ 17:00
(土 日祝日・年末年始は除く)

専門相談 (予め予約が必要です)

法 律 13:30-16:00
1日 ,8日 ,15日
22日 ,25日

医 療 13:30ヘン15:30 3日

痴 呆 14:00ヘン16:00 17日

公的年金・保険 13:30へ″15:30 2日

税 金 10:00ヘン12:00 12日

健康 。介護 10:00ヘン16:00 11日

島船者 とその家族のよろず相改
新潟県高齢者総合相談センフーでは、お年寄

りやその家族の方マガ抱える悩みごとや、心配

ごとの相談を無料でお受けして:います。

本ロヨ漿電言舌  025-285-4165
(新潟市上所 2-2-2 新潟ユニゾンプラザ 3階 )

新潟県高齢者総合相談センターでは、中高年の方に

役立ついろいろな情報をテレホンサービスでお知ら

せしています。

テレホンサービス
8025-281-5550(24時 間年中無休)

「快適なお風呂タイムでリフレッシュ」
「冬の風邪に気をつけて」

12月 3日～ 12月 18日
12月 19日 ～ 1月 4日
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■湯沢町の交通事故発生状況■

10月 末現在、前年に比べ事故件数

及び負傷者数がともに減少していま

す。

車と歩行者・ 自転車の交通事故で

は、歩行者・自転車利用者が必ず怪我

をします。

ドライバ▼は、やさしさとゆとり

ある運転を心がけましょう。

今年 前年 増減

発生件数 55イ牛 74イ牛 -19件

死 亡 者 2人 3人 -1人

員傷者数 80人 103人 -23人

(1月～ 10月末現在)

南
魚
沼
郡
交
通
安
全
協
会
湯
沢

支
部
で
は
、
無
事
故
、
無
違
反
の

１０

．
２０

．
３０

。
４０

．
５０
年
の
表
彰

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
交
通
安
全
協
会
の
会
員
１こ‐．

限
り
ま
す
。

【申
請
書
の
提
出
先
】

安
部
　
町

（上
十
）

砒
７
８
４

ｏ
４
０
８
１

樋
ロ
　
エ
俊

（
八
木
沢
）

ＴＥＬ

７

８

８

●

９

２

５

０

凸
本
　
文
次

（せ
野
二
）

砒
７
８
７

●
３
０
１
３

【申
請
締
切
】

‐２
月
２０
日

（土
）

県
で
は
、
帆
船
を
招
致
し
、
帆
船

を
採
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
青
少

年
や

一
般

の
方

の
連
帯
惑
や
決
断

力
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
有
む
事

業
を
行

っ
て

い
ま
す
。
こ
の
セ
イ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
魅
力
を
楽
し

く
お
伝
え
す
る
講
座
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
一
ヽ
の
機
会

に
是
非
、
聞

い

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】

‐２
月
岬
日

（金
）

午
後
３
時
～
４
時
３０
分

【
会
場
】

塩
沢
町
公
民
館
　
研
修
室

【
詩
節
】

今
井
　
常
夫
さ
ん

（え
日
本
セ
イ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

協
会

常
務
理
事
事
務
局
長
、
前
セ

イ
ル
大
阪

参
事
）

【参
加
定
員
】
　

　

　

　

　

フ

６０
夫

（事
前
申
し
込
み
姓
妥
）

【
入
場
】

無
料

【
聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
地
域
振
興
事
務
所

′地
域
振
興
課

ＴＥＬ

７

７

２

●

２

６

６

２

【
走
行
試
験

医
間
】

土
逮
新
幹
線

熊
谷
駅
～
逮
後
湯
沢
駅

【
逮
後
湯
沢
駅
の
予
定
Ｌ
刻
】

。
下
り

（到
着
時
刻
）
　

　

、

‐２
月
１６
日

（火
）

２
時
５０
分
頃

‐２
月
１９
日

（金
）

３
時
５５
分
頃

・
上
り

（発
卓
時
刻
）

‐２
月
１６
日

（火
）

３
時
頃

‐２
月
２２
日

（月
）

２
時
頃

※
都
合
に
よ
り
時
刻
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

泉
日
本
旅
客
鉄
竜
い
新
潟
支
社

総
務
部
企
画
室

砒

０

２

５

●
２

４

８

●
５

１

０

４

【
日
時
】

‐２
月
４
日

（木
）

午
前
１０
時
～
３
時

【場
所
】

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｒ
Ａ
　
イ
ベ
ン
ト
広
場

【内
容
】

・
障
害
者
福
祉
施
設
等
に
よ
る
件

品
展
示
及
び
販
売

・
障
害
者
福
社

に
関
す
る
ク
イ
ズ

・
障
害
者
施
設
等

の
紹
介

・
啓
発
の
た
め
の
名
入
り
風
船
等

の
配
布

・
福
社
相
談

【
主
催
】

六
日
町
健
康
福
社
環
境
事
務
所

，
　

ＴＥＬ

７

７

２

●

２

４

５

７

３
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
参
夫

高
橋
ト
ミ
エ

１０
日

（水
）

相
談
員

橋
本
　
秋
冶

南
要

ミ
ヨ
シ

‐７
日

（水
）

相
談
員
　
古
口
橋
杉
本

２４
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
参
夫

高
橋
ト
ミ
エ

【
会
場
】

総
合
福
祉
化
ン
ダ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（７
８
４
●
４

１
１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま

す
。

１０
日

（水
）

午
後
―
時
～
３
時

相
談
委
員
　
高
橋
　
昇

【場
所
】

湯
沢
町
公
民
館

式
成
芳
枝

t ・ヽ

ヽ
セ
４
ル
ト
レ
引
ニ
シ
グ
講
座
」

お
け

運
転

ン

:ぺ
と

ト

ヽ
と

|

月

の

、

日

月

の

鰺甥∽め霰畿
10月届出分 11月 1日現在  衛年とと)

出生

死亡

転入

転出

4

8

39

26

男   4,372

女   4,540

計    8,912

世帯  3,161

(-22)

(-60)

(-82)

(- 7)

広報ゆざわ H15。 11.30  (8)



土 樽 ・ 神 立 三 国 ・ 三 俣出  し  方 湯  沢  東 湯  沢  西区 分

⑪・⑥・① (23日休み)1注)のとおり。 ①・⑪・④み可  燃
9日・30日 12日・26日 10日・ 24日ダ ン ポ ー ル 11日・25日

4日 2日 5日 3日紙 類 ・ 布 類

紐を十字にかけ

る。

17日18日 16日 19日ぺ ・ッ ト ボ ト )レ
3日・ 17日 5日・ 19日1 2日・ 16日 4日・18日空   き  缶

11 日 10日 12日空 き び ん 9日
26日30日 25日 24日その他の不燃ごみ

不燃ごみ指定袋

に入れる。

袋を二重にしな

いこと。
4日み有  害

1注)事業系可燃ごみは黄色の指定ごみ袋で、一般家庭の可燃ごみは指定ごみ袋で出すようお願いします。

◎ガラス等 (その他の不燃ごみ)は、新聞紙等に包んで、外から見えるようにヤジックで「ガラス」等と書いて指

定ごみ袋に入れて出してください。                        ′

◎いずれのごみも、重さ 10Kg以下で出してください。

◎収集日の午前 8時まで (時間厳守)に収集場所へ搬出してください。 ~    タ
◎ビン・ぺ・ットボトル等は中を水洗いして出してください。

的 露 罐 鰺 麟 ω

※問い合わせ 784-3453

|
レ

※問い合わせ 保健センター (総合福祉センター 784-r3149)

※問い合わせ 保健センター (総合福祉センター内□784-3149)

◎持参するもの :母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具

◎必ず実施時間内においでください。接種料金は無料です。

詳しくは、平成 15・年度乳幼児予防接種カレンダーをご覧ください。

会 場対 象 時    間日 目種

総 合 福 祉 セ ン タ ー11月 末妊娠届出者 13:(Xl～ 15:0010 マ タ ニ テ ィー サ ロ ン
10:00-14:00 や す ら ぎ 荘精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン

9:CЮ -9:15 総 合 福 祉 セ ン タ ー3歳 児 歯 科 健 診 H12.10月 ～ 12月 生まれ2⑪

保 健 医 療 セ ン タ ー12:00～ 16:00リ   ハ   ピ   リ3⑪
総 合 福 祉 セ ン タ ー13:00-13:154⑥ 1歳 6ヶ 月 児 健 診 H14.4月 ～ 5月 生まれ

19:00～ 20:30 総 合 福 祉 セ ン タ ー8月 末妊娠届出者80 マ タ ニ テ ィー サ ロン
10:00～ 14:00 や す ら ぎ 荘精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン

9:00-9:15 総 合 福 祉 セ ン タ ー2歳 児 歯 科 健 診 H13.9月 ～ 11月 生まれ9の

保 健
'医 療 セ ン タ 下12:00ヘン16:0010⑪ リ   アヽ   ビ   リ

13:30～ 15,00 総 合 福 祉 セ ン タ ー11月 末妊娠届出者15① マ タ 三テ ィー サ ロン
10:00～ 14:00 や す  ら ぎ  荘精神に障害をお持ちの方16⑪ ふ れ あ い サ ロ ン

保 健 医 療 セ ン タ ー12:00～ 16:00リ   ハ   ビ   リ17⑪
保 健 医 療 セ ン タ ー12:(X)～ 16:0024⑪ リ   ハ   ビ   リ

13:00^ツ 13:15 総 合 福 祉 セ ン タ ーH15,2月 、8月 生まれ250 乳 児 健 診

健 衛 生 行

会 場 ・ 時 間日 類種 象対

生後 12～ 90ヶ 月の間に 1回接種

(1歳を過ぎたらなるべく早く受けることが望ましい)2の 麻  し  ん

9⑪ 三 種 混 合
期 :生後 3～ 90ヶ 月の間に 3～ 8輝間の間隔で 3

期追加 :3回目接種後、おおむね 12～ 18ヶ 月おい
回接種

て 1回接種

1期 :生後 3～ 90ヶ 月の間に 3～ 8週間の間隔で 3回接種

1期追加 :3回目接種後、おおむね 12～ 18ヶ 月おいて 1回接種
三 種 混 合

ツベルクリン反応 生後 3ヶ 月以降 4歳未満
16の

保健医療センター内

健康増進施設

14:00～ 15:00

4歳未満のツベルクリン反応検査で陰性時

(1歳未満で受けることが望ましい)18⑥ B   C   G

⑤風しん ⑥日本脳炎②ポリオ ③三種混合 ④麻しん
,接種の望ましい

霊け方0麟 ①ツベルクリン・BCG

(9)



※問い合わせ 日曜・祝日 E〉 休日救急診療所 T[L773-6688
その他の日⇒魚沼消防本部  πL 7 8 2-1991

(テレホンガイド)

※脳神経外科の休日救急医療 E〉 斎藤記念病院 IL 7 7 3-5111
12月の救急

`診

療当番

ご
結
婚
占
め
て
こ
う
ご
ぎ
い
書
寸

１１

月

１

日

′１

１１

月

６

日

南
雲

　

昭
宏

さ
ん

（福
田
）

晴
美

さ
ん

國
政

　

謙
二

さ
ん

（齋
藤
）

ゆ
か
り
さ
ん

Ａ
誕
生
占
め
て
こ
う
ご
ぎ
＝
書
寸

■
月
３
日
　
　
荒
木

　

一魁
林
一
さ
ん
　
　
（堰
場
、
秀
明

。
知
美
さ
ん
）

Ｈ
月
５
日
　
　
林
　
　
実
侑

さ
ん
　
　
（下
中
、
謙
二

・
玲
代
さ
ん
）

■
月
７
日
　
　
山
口
　

ひ
よ
り

さ
ん
　
　
（
一
之
町
、
俊
介

・
桂
子
さ
ん
）

■
月
１０
日

　

南
雲

　

悠
希

さ
ん
　
　
（下
熊
野
、
貴
史

・
直
子
さ
ん
）

■
月
１７
日
　
　
林

　

　

繁

　

さ
ん

　

（愛
宕
、
７５
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

（原
新
田
）

（栃
木
県
）

（長
岡
市
）

（古
野
一
ラ

日 受 付 時 間 内  科 外  科

6①
12:00  ～ 18:00

18:00～翌朝 6:00
城 内 病 院 回 775-2009
六 日 町 病 院'国 772-,71lI

六 日 町 病 院

六: 目 .町  病  院

70
9:00  ～ 16:00

18:00～望事月6:00
休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総―合病‐院

圃 773-6688
●
霞7席
十_21■

:

休 日 救 急 診 療 所

Ⅲゆきぐ:に大和総合病1院

13① 12:00  ～ 18:00
18:∞ ～翌朝 6:00

保 健 医 療 セ ン タ ー 団780-6543
■ゆきぐに大1和 1総合病:院  園17-2141

ゆきぐに大和総合病院

ゆ・きぐに!大和1総:合病院

140 9:00  ～ 16:00
18:00～翌朝 6:.00

休 日 救 急 診 療 所

六  日 町  病: 院 _
囲 773-6688

圏
-772二・
亀11-

休 日 救 急 診 療 所

六  日:町  病  院_

20① 12:00  ～ 18100
18:00～翌朝 6:00

高   橋
日

団 784-2410

囲厨確-711と

医  院
町  病 ‐院

町  病  院
町
―
病  院

日

日

210 9:00  ～ 16:00
18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病:院

団 773-6688

圏777-21■
休 日 救 急 診 療 所

:ゆ きぐに大和1総合病:院

23● 9:00  ～ 16:00

18:00-翌 tl月 6:∞
休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

回 773-6688

囲′772=71■
休 日 救 急 診 療 所

六 ・日 町  病.院 !

27① 12:00  ～ 18:00
18:00～翌朝:6:00

中 山 医 院 囲 783-5500

ゆきぐに大和総合病:院 .囲'777二 21■

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和!総合病院

280 9:00  -.16:00
18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六  日 町  病 ・院
回 773-6688

園7確 二71■

休 日 救 急 診 療 所

六  日 町― 病  院

290 9:00  ～ 16:00

18:(X)～翌朝 6:00
保 健 医 療 セ ン タ ー

保 健 医 療 セ ン タ ィ

□ 780-6543

囲賓幻-6543
ゆきぐに大和総合病院
―
ゆきぐに大和:総合病院‐

30⑪ 9100  ～ 16:00

18:00～翌車月6:00
団 772-7111

囲確 下71■

吋 ・病  院
町  病  院

日

日′ ヽ ′ ヽ

日

日

町

町

病

病

院

院

31① 9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00
圃 777-2111

囲 777-21111

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病!院

こ

申

し

ま

□
―
プ
ウ
エ
ー
と
コ
マ
ク
サ
の
湯

業
の
お
知
ら
せ

湯
沢
温
泉
□
―
プ
ウ
ェ
ー
と
コ
マ
ク
サ
の
湯
は

１２
月
１

日

（月
）
～
５
日

（金
）
、
点
検
整
備
の
た
め
休
業
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

な
お
、
湯
沢
高
原
ス
キ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
予
定
は

１２
月

‐３
日

（土
）
の
予
定
で
す
。

広報ゆざわ H15。 11.30 (10)


